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コロナ下の大学図書館サービス・日米情報共有会 記録 

 

日 程：2020年 12月 14日（月）10:00-12:20 

場 所：京都大学附属図書館ライブラリーホール+Zoom 

出席者：（北米）伊藤倫子氏（カンサス大学東亜図書館 日本研究司書） 

坂井千晶氏（コロンビア大学 C.V. スター東亜図書館 日本研究司書） 

野口契子氏（プリンストン大学 東アジア図書館 日本研究司書） 

（京大）西川真樹子、小野恵理子（以上、吉田南総合図書館）、 

菊池香織（理学部中央図書室）、西田朋子（医学図書館）、 

北村由美、大村明美、中田理映子（以上、附属図書館） 

聴 講：ヒル恵子氏 （ワシントン大学タテウチ東アジア図書館 日本語図書カタロガー 

/シリアルおよび電子リソース担当司書） 

マルラ俊江氏（カリフォルニア大学バークレー校 C. V. スター東アジア図書館 

日本コレクション司書） 

記 録：梶谷春佳（京都大学附属図書館） 

 

はじめに北村から趣旨説明があり、続いて参加者の自己紹介を行った。次に各機関の事例紹

介を行い、京大からは、業務内容ごとの対応状況と今後に向けた提言が紹介された。北米の発

表では、日本研究資料を含む人文系資料が電子化されていない現状や、フェア・ユースの概念

で図書館サービスが広がっていること等が報告された。その後クイズ形式のアイスブレーキン

グを経て、質疑応答を行った。最後に坂井氏より、今後もこの繋がりを広げていけたら良いと

の話があり、Zoomで記念撮影を行って終了した。発表・質疑応答の詳細は以下の通り。 

 

1. 京都大学の事例紹介 

配布資料に基づき、まず中田から大学の概要説明があり、図書館機構によるコロナ対応状況

調査（8 月）と図書系職員による意見交換会（9 月）を行ったことが紹介された。次に、その

具体的な調査結果と提言について、西川、菊池、西田、中田より、それぞれサービス、リテラ

シー・レファレンス、収書・目録、図書業務全般に分けて説明があった。 

 

2. カンサス大学の事例紹介（伊藤倫子氏） 

配布資料に基づき、ロックダウンへ至るタイムライン、カンサス大学・大学図書館それぞれ

の対応と、具体的な図書館サービスについて紹介された。主な内容は以下の通り。 

[概要] 

 カンサス大学はカンサス州立の旗艦総合大学。ダグラス郡にあるメイン・キャンパスには

7 館の図書館があり、キャンパス外には Annex（保管庫）を有する。蔵書数は 553 万冊。 

[タイムライン] 

 1月末のWHOによる緊急事態宣言ののち、米国でも緊急事態宣言が出された。その後ワ

シントン州に始まり各州で緊急事態宣言が出され、カンサス州でも 3月 12日に発令。 
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 WHOがパンデミック宣言を行った 3月 11日に ARLが実施したアンケートによると、回

答館 213 館の半分以上が通常通り開館、閉館した図書館は数パーセントに留まっていた。

3月中旬以降は閉館する館が増えたが、27日からは時間等を短縮して開館する図書館が出

てきた。 

[カンサス大学と図書館の対応] 

 カンサス大学は 3月 9～15 日が春季休暇。州の緊急事態宣言の前日 11 日に「対面授業は

16-22 日にオンラインへの移行を完了し 23 日から再開する」等を決定。その後研究者や

学生へのガイダンス、オンライン授業サポートサイト開設等が迅速に行われた。 

 22日にダグラス郡公衆衛生局が Stay at Homeを発令。カンサス大学は 24日、エッセン

シャルワーカー等を除き、全教職員・学生に在宅勤務・学習を要請、90%以上の職員が在

宅勤務に。30日には州からも Stay at Home発令。州よりも大学・郡の対応が早かった。 

 3 月 11 日の数日前に、図書館長宛の事前通達で、オンライン授業への移行サポート等の

要請あり。この時点で休暇後は開館予定だったが、14 日にダグラス郡が大学図書館等の

14日間の閉館を要請。翌 15日、カンサス大学図書館は閉館中のサービス等について通知。 

 [ロックダウン中の図書館サービス] 

 「州立の教育機関として IT 環境が整っていない学生への支援が必要」との考えから一部

の館で利用者を受入。扉は施錠し希望者から電話を受けて解錠。利用できる PC数を制限。 

 チャットでのレファレンスが一層促進。インストラクション等は Emailや Zoomで実施。 

 貸出は従来の宅配サービスを拡大。3 月 20 日～6 月 9 日は希望者全員（全 618 件、一日

平均 24.7点）、10日以降はダグラス郡・ジョンソン群外又は来館不可の利用者を対象（全

44件、一日平均 3.0点）に。同 10日からピックアップ（訪問時間予約→玄関で受領）開

始。 

 返却については、延滞料の免除や、72時間隔離後に配架する処置を実施。 

 短期貸出のリザーブ・サービスを中止する代わり、学内所蔵資料の複写サービスを強化。

複写範囲を 1割から 3割程度へ拡大、PDFを利用者アカウントに送信。 

 ILLは他館への貸出・依頼とも停止、文献複写依頼や購入に切り替えて対応。 

 ドキュメント・デリバリは継続。3 月 16 日～7 月 29 日の統計では、複写依頼件数 3,542

件中、他館への文献複写依頼で入手できたものが 84%、COVID-19 によるキャンセルが

3%。 

大学図書館が努力してサービスを継続していたことが伺える。 

 この間の学内資料の複写 1,892 件、他館へ提供した文献複写 7,873 点のいずれを見ても、

人文・社会科学、美術・建築系図書館の資料や別館の古い図書・雑誌の占める割合が 9割

以上となり、これらには電子媒体がなく、紙に頼るほかない状況が浮き彫りになった。 

 

3. コロンビア大学の事例紹介（坂井千晶氏） 

投影資料に基づき、コロンビア大学においてコロナ禍下で実際に利用された資料やサービス

について、HathiTrustの ETASを中心に紹介された。主な内容は以下の通り。 
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[コロンビア大学で「通常」利用可能な資料] 

 図書 1,300万冊、ジャーナル・定期刊行物 16万点以上のほか、電子リソースや貴重書等。 

 CVスター東亜図書館の日本語資料は図書 37万冊、ジャーナル・定期刊行物は約 3千点。 

 ReCAP学外倉庫(Research Collections and Preservation facility)：プリンストン大学・

ニューヨーク公共図書館（NYPL）・ハーバード大学と共同運営。各館の ReCAP所蔵資料

を（非貸出資料以外）取寄可能。平日 14:30までの申込で平日の翌日取寄可。ディスカバ

リーツール CLIO でプリンストン大学と NYPL が検索可能。日本語資料はプリンストン

大学 43,647 点、NYPL32,019 点。学内資料と重複もあるが、複本として利用でき大きな

意味がある。 

 Borrow Direct：相互貸借サービスのプログラムの一種。プリンストン大学など 13のメン

バー校で構成され、うち 9館に日本研究司書がいる。メンバー校の間で図書・楽譜・DVD・

CD の貸出が可能。シカゴ大学はマイクロフィルムも貸出可。CLIO で一括検索ができ、

申込可能な資料が分かりやすい。入手時間は 3-5日と短く、貸出期間は 16週間。 

 ILL 等も利用可能。OCLC WorldCat（早稲田・日文研）や NDL 遠隔複写サービスを利

用。 

[Emergency Temporary Access Serviceについて] 

 HathiTrust内の著作権保護下の資料を活用した、参加館限定のサービス。3月 6日に協議

開始、10日に提供決定、テストや参加承認を経て 4月初旬には 100館以上が参加。 

 ETAS対象資料は、貸出や ILL等の物理的アクセスが必要なサービスへの利用は不可。 

複写サービスのソースとして使ってはいけないが、現物をスキャンすれば提供して良い。 

 ETASの利用が許可されているのは、現役の学生・教職員（卒業生や退職者、他校関係者

等は除く）。名誉教授など、利用できずストレスが溜まっている研究者グループも存在。 

 アクセスは所蔵冊数と呼応し貸出の形態を取る。閲覧のみ、ダウンロード・印刷不可。NDL

図書館向けデジタル化資料送信サービスと比べると、個人で自宅から利用できるのが便利。 

 Hathi 統計によると開始半年で 190 機関参加、貸出 140 万回、9,000 万頁の閲覧、3,350

人の個人利用者。 

 [コロンビア大学で「現在」利用可能な資料] 

 電子リソース：電子ブック、電子ジャーナル、データベース、HathiTrust ETAS資料。 

学内所蔵資料の約 40%が ETAS対象だが、日本語資料はその一部で、2010年代は少ない。 

約 7 割の問合せは ETAS で回答できたと思われるが、最近は間に合わないケースも増加。 

 Pick-up 貸出：学内所蔵資料、ReCAP 学外倉庫のプリンストン大学・NYPL 所蔵資料、

Borrow Direct復帰済館所蔵資料が利用可能。但しいずれも ETAS対象外資料に限られる

（ETAS対象資料は貸出不可）。NYPLは ETASに不参加のため ReCAPで利用できた。 

 SCAN複写サービス：学内所蔵資料や ReCAP、NDL遠隔複写サービス等が利用可能。 

⇒最後までクリックしないと分からないため、レファレンス等に 2～3倍の時間を要する。 
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[フェア・ユース等について] 

3月 13日、”Public Statement of Library Copyright Specialists: Fair Use & Emergency 

Remote Teaching & Research”発表。こうした動きを受け速やかに ETASが利用可能に。

北米の大学図書館では、著作権専門の司書を配置するところも多く、こういった対応が可

能であった。ETAS も Fair Use の適用により可能だった。 

 図書館に入れない時期が長く「電子媒体を主にコレクション構築し、紙媒体予算から削減

してはどうか」という風潮が見られる。東アジア図書館協議会などエリア・スタディーズ

団体が声明で危機感を表明。 

 

4. プリンストン大学の事例紹介（野口契子氏） 

投影資料に基づき、他大学よりも早くサービスを再開したプリンストン大学図書館の対応や

新たなサービス等について紹介された。主な内容は以下の通り。 

 [概要] 

 プリンストン大学は、ニュージャージー州にあり、人文学が強いこと等が特徴。図書館は

本館と 10の分館。蔵書数は印刷物 700万冊、写本 500万冊等。東アジア図書館は分館の

中でも比較的大きく、中国・韓国・日本のサブジェクト・ライブラリアンが 3名在籍。 

[新型コロナ禍における図書館の状況と新サービス] 

 3月 12日のロックダウン後は図書館長、Library Leadership Teamのもと Return Task 

Forceを結成。在宅勤務になり、Email等でのレファレンスのほか地図、統計、データ作

成も実施。物理的な ILLや書籍・雑誌・DVD等の申込は停止し電子資料へ一時的に移行。 

 人文学部学部長連名で、学長及び図書館長宛に、ロックダウン下でもなるべく図書館資料

へのアクセスを確保してほしい旨の要望が提出される。 

 6月 8日に本館で curbside pick up（図書館員と接触せずに貸出を行うサービス）の準備

開始、1週間後にサービス開始、東アジア図書館は 21日に提供開始。シミュレーションに

1週間。ファカルティもボランティアで参加。 

 ILL は 4 月中に再開したが相手方が再開していないと不可。Article Express などが中心

に。 

 CDL（Controlled Digitized Lending）：9 月 14日開始。資料の制限付きデジタル化・貸

借サービス。所蔵資料をリクエストに応じ自館でデジタル化。2 年前から検討開始。約 2

ヵ月、図書館員の中で説明会を実施。フェア・ユース（著作権）が最も問題になったが、

ARLのサポートでクリア。紙媒体の貸出と返却に準じ、貸出時間は 3時間、同時アクセス

不可、一定期間後は削除。利用は 10,000点以上。大学の認証システムを通して提供。 

 スキャン・サービスやスペシャルコレクション virtual visit、Zoom レファレンス等も実

施。 

 新サービスには、スタッフ＋他部署からのボランティアで対応したことが特徴の一つ。 

 ユーザーの所在地により時差が生じ、通常より長時間労働になったことが深刻な問題。 
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[東アジア図書館のサービスと日本語資料] 

 マイクロフィルムリーダーの利用許可を得、リーダーからのデジタル化をどんどん実施。 

 東アジアに帰国したユーザーへのサービスや Zoomでのインストラクション等も実施。 

 日本語資料は紙媒体が主なので、コロナ禍では利用不可。データベースや電子書籍は少な

く、またHathiTrustや CDLも全ての日本語資料をカバーしているわけではない。 

 日本研究者の失望と苛立ちを感じた。NDL 図書館向けデジタル化資料送信サービスがあ

れば良かったが未導入。導入しても来館利用になるのがネック。文化庁、文化審議会著作

権分科会法制度小委員会「図書館関係の権利制限規定の見直し（デジタル・ネットワーク

対応）に関する中間まとめ」のパブコメが実施されている。是非意見を出してほしい。 

[サブジェクト・ライブラリアンや図書館に求められたこと] 

 リエゾンとしての更なる活動や、ガイド作成、授業用ツールの使用法習得、インストラク

ターとの共同作業等、様々なことがサブジェクト・ライブラリアンに求められストレスに。 

 利用者のニーズに応えるため、素早い柔軟な対応や様々な可能性を探ることなどが必要。 

 

5. 質疑応答（敬称略） 

[時差のある利用者へのサービスについて] 

北村：時間が異なる利用者に対するサービスが増えたとのことだが、どのようなサービスか？ 

野口：利用者から質問と予約希望の連絡が入り、図書館が Zoomを設定して回答。学習支援シ

ステムを使うことも。Blackboardから Campusへ移行中だが、量が多い時は Campus。 

坂井：アジアにいる学生が多い。オリエンテーションを企画するとき、ニューヨークと日本の

時差を考慮して午前と午後の夜の会を設定。地元に残っている学生や在宅の研究者も昼

間参加できず夜に参加するパターンもある。時間外に Zoomのセッションを設定するこ

とや、就寝前に回答することもあり、勤務時間が 9:00-17:00ではなくなっている。 

伊藤：インストラクションはクラスに合わせて行っており、教授の設定時間内に実施。実際の

場所は把握していない。レファレンス等は Email が主流。時間外でも問い合わせは来

る。 

坂井：ニューヨークは感染者数が多く、州外の学生が実家に帰ることも。州外にいる=pickup

を使えないので、資料が電子媒体に限られてしまう。Emailより Zoomでの説明を提案

することもあり、ニューヨークの夜の時間帯に Zoomで説明することが多かった。 

[ETAS・電子化について] 

西川：ETASの電子化は誰が行っていたのか？ボランティアか？ 

野口：プリンストン大学はスタッフが 6月初旬に復帰。ただし州法により建物内に 1/4しか人

が入ってはならず、出勤できないスタッフも。そこで他部署でかつリモートで業務を行

わない人、例えば閉店中の食堂の職員にボランティアで電子化を依頼。 

伊藤：ETAS について補足説明をする。HathiTrust は一部の大学図書館が所蔵資料をデジタ

ル化して作成したデジタルアーカイブ。通常は著作権で保護された資料の全文閲覧はで

きないが、ETASは、ユーザーが所属する大学図書館の所蔵資料についてのみ、全文閲
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覧ができるようにしたサービス。ロクダウン中の複写サービスは、リソースシェア部門

にいるスタッフ 1人、学生バイト 1-2人が申込に応じてスキャンした。 

坂井：コロンビア大学の利用者からの所蔵調査に KinoDen や MeL では対応できなかった。

1988年以前の資料が ETASの 2/3を占める一方、1989年以降の資料の方が 5割以上利

用されている。HathiTrustで電子化できていない資料の方が、需要が高かったのでは？

紀伊國屋書店・丸善雄松堂に要望を伝えていく必要がある。少しずつ電子ブックを出版

するところは増えているが、今後電子化してほしいコンテンツを伝えていく必要がある。

また、北米で日本の電子書籍プラットフォームを導入している図書館はまだまだ少ない。 

マルラ：北米では当分この状況が続きそう。カリフォルニア大学は 6月までは在宅勤務が続く

だろう。今年の 3月 17日から始まって一年以上にもなる。皆で対策を考えてほしい。 

坂井：北米では機能していなくても、日本では機能しているものもある。航空便で 1ヵ月かか

るのは現代のニーズに合わない。パブコメなどで、日本の図書館の皆さんにも「海外に

も発信しなければならない」と意見を出してもらえると嬉しい。 

[日本の ILLの現状について] 

坂井：日本の大学間の複写サービスはどうか？現状郵送が主流か？ 

中田：紙がメイン。当館では、明らかな著作権切れの場合は PDF を送ることはあるが、国内

では殆ど紙。随分前に DDS が立ち上がったが、ファイアーウォールをたて始めるとう

まくいかないとか、Email や Fax での送信可否を確認する手間等がありあまり行って

いない。DDSをやるときは、依頼館側で可であることを確認して依頼、受付館でも確認

したのち提供。関東圏は誰も出勤していないことも。ステータスが受付不可になってい

るほか、人員が手薄で時間がかかることもあった。京大もしばらく受付不可に。一時、

予約貸出で本を書架からピックアップして渡すのに手一杯で、ILL までは難しかった。 

 

 

（以上） 


